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オムスク観測行④
　　山　本　　一　滴
　　　　　　　　　　　　　　　　（X7）
　食前からの約束により，吾々は最初に疇室に入った．そして手速く今撮っ
たばかりのフイルムを現像し始めた．之れが愈々仕事の仕上げなので，一」寸
エキサイトさせられたが，幸に良い結果を齎した．只，コロナが意外に明る
かったので，吾々の鳥眞は孕秒以上の曝鳥は皆少々超過してみるらしく，之
れでは内部コロナの構造を見るのは駄目かとさへ思ったが，しかし後日よく
調べて，此の心配は無いことが判った、
　部分食の篤眞も立派に現像に威功した．すいぶん無鐵砲なやり方であると
思ったが，しかし實に良かった．．一．一つの新維i験であった・
　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
　日食は絡り，現像も絡って，槻測揚は喜びにザワメキ立つた．皆お互ひに
天氣の心配から逃れて“おめでとう”を祀ひ合った．國へ電報も出した．
　新聞記者が多忙に馳けまはってみる．成功の篇ウスである．しかし，二二
隊もソ國隊も，プログラムが複雑してみるので，食が濟んでも直ちに記者へ
會ふことは出來ないらしい．吾々は，第一着に爲眞の現像も経つたのだし，
コロナも，プロミネンスも充分見た話の種を持ってるるのだから，自然，＝
ウスらしい結果は吾が日本隊の二三が最も彼等を満足させた．自分は，モス
コ1か・らの特派員たちに，
　“コロナは非常に明るく，色は銀白色，三つ四つのプロミネンスも白みが
かつて見えた．コロナの形は，極大型でなくて，むしろ中型らしく，太陽の
爾極からの流線は噴出形ではなくて，デリケ1トな磁力線型であった”
と獲表した．之れがオムスクからの最初のニウスとなって，世界各地に獲せ
られたのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
　“よその天氣は如何だろう？”之を皆が心配した．多くの新聞記者も盛ん
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に各地へ問ぴ合はせてるたが，午後，バラノフスキ博士がアクブラク共の他
ヘォムスクの歌況を無線電話で知らせた序に，天氣を聞いて見旋ところ，ア
クブラクも，サラも，カウカソス地方も，可なりの雲に悩まされ，それでも
何等かの潟三三測は出門たらしいが，しかし，クスタナイは此の日の朝から
雨天であったといふ・又，東邦も，ハバロフスクに至るまで，何れも飴り上
乗ではなかった山・結局，杢：ソ國を通じて，オムスクが一tg｝良い大氣であっ
たわけだと，バラノフスキ博士は言って居た．
　　　　　　　　　　　　　　　　（19t）
　正午過ぎ，自分は暗壷の傍で英國隊浸カロル博士に會つたので，例により，
お祓ひの挨拶のつもりで，
　‘‘May　1　say　a　congratulation　to　J’ou，　sir　？”
と話しかけた．ところが，氏は何だか迷惑さうに，側の2，3人をも顧みなが
ら，
　“どうも，喜んで良いのか，何か，わかりません”
と，少し，きまり悪るさうである・“これはしまった！　何かあったのか”
と，自分は氣が附V・て，遠慮したが，あとでソ國の人々に聞いて見たところ，
英國陽ミは，皆既の最中にシ1ロスタ1・に少々故障が起って，（封物プリズム爲
眞と閃光スペクトル爲眞には差支へなかったけれど），御大カロル氏の婚當
するコロナの内部運動槍出の干渉計寓眞は失敗したのだとのこと．誠に氣の
毒千萬である・
　夕暮れ，カロル氏は此の観測場から英國へ放逸した際にも，此の失敗のこ
とを一冒してみた．
　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
　臼寅ぱ午前中に絡つたので，吾々は此の日の午後，器械の片附けと荷作り
をやった，望遠鏡は，始めから置き去りにするつも．りであり，其の他の雑品
も大抵は棄てておく豫定であったので，只，径20糎の反射鏡面だけを取b外
して，ス1トケiスに入れ，他の二分はソ國側に・一任して了つた．其の獲さ
れたものの中から，シヤィン夫人等は臼本製の鑑詰や諸種のレツテノレ等を拾
ひ集めて，紀念だと言って喜んでみた．
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　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
　19日の夕刻，食堂で皆が喜びの晩餐を食べ絡つた9時頃，ボ1イが“日本
からの御友達が御到着です11”
と知らせて來た．“さては”と思って，食堂外に飛び出して見たら，元三な
濱田君が＝コ＝コしてみる所だつた．一日食は濟んだのだから，今更，ど
うも仕方がない．誠に御三の毒には違ぴないが，とりあへす，英波爾國の天
丈家たちにも紹介し，翌20臼には皆で再び観測揚へ出かけて，現揚を案内し，
午後いよ々々宿に引き畢げて，荷作りし，今夜モスコ1から到着する東行列
車に乗る準備をした．
　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
　汽車は邊れ．て21日目朝10時に着v・たので，之れにのり，夕刻ノブシビルス
クに着V・たので門葉，濱田爾君は下車，次ずの列車に乗り換へることとなり，
從って自分煙り同じ列車に乗り牽けて，25日夕刻オトポルー満州里の國境
を越えた．それから翌26日は満州里から新京まで飛行機，更に27日から汽車
で，29日朝畑嘉に京都着．挙れで族行は終っだ（絡）．
　　　　　　花山の掩蔽豫報1．pt暦1に鰻表さる！！
　　　　　　　一來る1938年度より連載決定一一一
　昨年來，英國航海暦編纂局と山本塵長との聞に，花山天文皇に於る
掩蔽豫報を同局で計算し，二二に獲表するに就て，種々協定する庭が
あったが，今山，去る8月13日附の同局の公：文書にて，愈々，來る1938
年度分の豫報計算成り，早速1938年暦に印刷中との通牒iがあった．
　その内容を見ると，光度7，5等以上の70星につき要素が算出されてみ
る・之れにより，花山では愈妬金々掩蔽朗測に努力を傾注すると同時
に，名古屋，七戸，倉敷，三岡，鹿高島，京城等の各地豫報を導出し，
即く各地旅於け襯測漁する事になった．何備糸田は花山ブ・
テンに縛載さる」筈：． 掩　蔽　課
